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はじめに

アカエリカイツブリノこbロケbepsg/ysagF”は全北区の亜寒帯に分布し,おもに湖沼で繁殖す

る冬は海上で越冬し,内陸にはあまり入らない．日本には冬鳥として九州以北の海上に渡来

するほか,北海道北部および東部の湖沼で繁殖する(Brazill991,藤巻2000，日本鳥類目録

編集委員会2000)．ヨーロッパでは５～９月に年ｌ～２回,おもにマコモZZza"必冶姉雌などの

密生した湖沼の浅瀬に水草を積み上げ,皿型の浮き巣をつくって繁殖する(Cramp＆

Simmonsl977)．

北海道十勝地方には大小様々な湖沼が点在し,多くの水鳥達の生息環境となっているそ

れらの湖沼は,タンチョウなどの営巣地として(正富ほか’994)，またガン．カモ類など水鳥の

渡りの中継地として利用されている(奥山･藤巻2001).湖沼を含めた湿地環境は,水烏にとっ

て重要な環境とされているが(BarbiereraA1997)，国内でも湖沼と水鳥との関係を示した研

究は少なく,そのほとんどは越冬期におけるカモ類での研究である(羽田1952,樋口ほか

1988,武田1990)．多くの種で湖沼と水鳥の関係を調査することは,水鳥や湖沼の環境の保

護管理を行なううえでの情報蓄積にとって重要といえる．

アカエリカイツブリは十勝地方において,十勝川下流域や海岸部の湖沼で繁殖することが

知られている(日本野鳥の会十勝支部1980，日本野鳥の会十勝支部1986,徳永1985,飯嶋

1998,浦幌野烏倶楽部2000,池田2004)．本研究ではアカエリカイツブリの十勝地方中･南

部における繁殖状況を把握し,湖沼環境との関係を調査して,営巣地としてどのような湖沼が

選好されているのか明らかにする.また,繁殖の際にどのような撹乱が存在するのかを調査す

る.これらの結果に基づいて生息地保全について提案することを目的とした．
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